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論 文 内 容 の 要 旨
〔工〕 Coriamyrtinの構造
Coriamyrtinは欧州産 Coriariamyrtifolia.L から1886年J.Ribanによりはじめて単離され, 本邦
産のドクウツギ CoriariaJaponicaA.GRAY からも1930年刈米博士等により単離された有毒物質であ
って, 著しい軽輩作用を有することで著名である｡


















≠ - p h e n y l
〔Ⅱ〕 Tutinの構造と絶対配置 Tutinは,1901年 Easterfieldによってニュージーランド産Coriaria
属植物からはじめて単離され,1930年刈米博士らによりドクウツギの果実からも単離されたもので あ る







tutinの絶対構造は α-bromoisotutinone(13)と methyl-α-bromopicrotoxinate鯛のORD 曲線の比
較および tutin(12), α -bromotutin(1馴こbenzoateruleを適用し, (12)式で表わされることを証明した｡
〔Ⅱ〕 coriamyrtinと tutinの相互関係の確立と Coriamyrtinの絶対配置
上記 tutin(12) と coriamyrtin(8)とを次の sChemeに示すように共通の誘導体に導 くことに成功し,
著者の提出した coriamyrtinの構造 (相対構造) を確証するとともに絶対配置を決定した｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ドクウツギ coriariajaponicaA.Grayや coriariamyrtifoliaの有毒成分として著名な coriamyrtin





プ ク 入 -
(刀)
著者は coriamyrtinおよびその誘導体の種々の化学反応ならびにスペクトルデータの考察に基づきそ
の相対構造を明らかにした｡ 更にその式に基づき coriamyrtin の四酢酸鉛酸化に際しての異常反応およ
び isohydrocoriamyrtin と α-methylpheny】hydrazine との 異常反応の機構を解明した｡ また同 じ
くcoriaI･ia属植物の有毒成分で相対構造の決定していた tutin につき benzoateruleを適用し, また
ORD 曲線を検討することによりその絶対構造が (Ⅱ) 式であることを明らかにした｡ また tu tin と
coriamyrtinとを化学的に関連づけ,coriamyrtinの絶対構造が (Ⅰ)式であることを明らかにした｡
以上の論文は薬学博士の学位論文として充分価値あるものと認定する｡
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